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本資料利用にあたっての留意事項

酒造好適米の需要量調査は、酒造好適米の生産にあたり、各産地が需要に応じた生産を行
う上での判断に資するものとして、酒造メーカーのご協力により、農林水産省が酒造好適米
の需要量を聞きとったものです。

本資料においては、産地への判断指標として酒造好適米の全体の需給状況等を示すため、
調査未報告分や年産ごとの供給過不足等を昨年実施した調査結果及び本調査結果により推計
しております。

併せて、各産地銘柄毎についても需要量調査結果とともに、年産毎の増減を示しています。

なお、本調査結果は、調査時点におけるものであり、今後、酒造メーカーにおける需給状
況により変動する場合があることに留意する必要があります。

今後も本調査を引き続き実施し、これまでの推計値や見込値を確定値に修正・検証してま
いりますが、各産地におかれましては、本資料における指標を目安として活用いただき、日
本酒原料米の生産及び需要の関係者が連携することにより、需要に応じた生産が行われ安定
的な取引の拡大が図られることを期待しております。



酒造好適米の需要量調査の概要

平成28年度調査
平成29年度調査

第1回 第2回（変更報告）

調査目的
生産者が酒造好適米の作付判断や種子の確保を行う上で参考となる産地銘柄ごとの需要見通しを、目安とし
て情報提供するため

調査対象
全酒造メーカー
（1,500社）

回答率は27年産数量ベースで87～89％

第1回調査で報告があった酒造
メーカー（955社）
※ 変更が生じた場合のみ報告

全酒造メーカー（1,442社注）
注：酒の製造を行っていないメーカーを除く
回答率は28年産数量ベースで83～85％

回答数 955社 157社
811社

（うち689社が28年度に引続き回答）

調査方法 調査用紙を調査対象に郵送。酒造組合中央会会員向けHPに調査用紙（電媒）を掲載

調査項目

産地銘柄別酒造好適米需要量
・平成27年産購入実績（見込）
・平成28年産購入見込
・平成29年産購入見込

産地銘柄別酒造好適米需要量
・平成27年産購入実績
・平成28年産購入実績（見込）
・平成29年産購入見込
・平成30年産購入見込

調査期間 平成28年7月～9月 平成28年11月～12月 平成29年7月

結果の
分析・評価

原料部会開催
(平成28年9月20日開催)

原料部会
（持ち回り）

原料部会
（持ち回り）

公表方法 農林水産省HP及び米に関するマンスリ－レポート

公表時期 平成28年11月4日 平成29年2月7日 平成29年10月６日

○ 平成29年度調査は、昨年に引き続き以下により実施。
○ 811社、数量ベースで8割超の回答があった（うち、28年度から引続き回答があったのは689社）。

注：数量ベースの回答率は、28年度調査による酒造好適米の全体需要量（推計値）を分母として算出。
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需要量調査結果

酒造好適米の需要量調査結果及び全体需要量（推計）

○ 今年度の酒造好適米の需要量調査で回答あった酒造メーカーにおける30年産の酒造好適米の需要見込
は、合計で約8万トン程度とほぼ平成29年産並という結果。

○ 今回の需要量調査の回答率（数量ベース）は、前回調査で推計した27年産酒造好適米の全体需要量に
占める今回調査の需要量の割合から約83～85％と推計されるため、27年産から30年産の各年産ごと
の全体需要量は94～100千㌧程度と推計される。

○ 28年産及び29年産が前年産に比較して減少しているが、27年産の生産量増加に伴い、酒造メーカー
の引取数量も増加した結果、その在庫調整が行われたものと見られる。

○ なお、今回、酒造好適米と併せて調査した加工用米の30年産の需要量は約８万㌧となっており、酒造
好適米とほぼ同水準の需要量が見込まれる。

（単位：㌧）

酒造好適米の需要量調査結果と全体需要量（推計）
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酒造好適米の生産動向

○ 酒造好適米の生産動向（農産物検査数量）は、概ね酒造メーカーの希望にあった供給が見込まれた26年
産と比べ、27年産は＋21％となったところ。

○ 28年産(速報値）は、27年産に比べやや減少すると見込まれるが、26年産と比べると＋15％となって
いる。

注：農産物検査数量（醸造用玄米）の28年産（速報値）は、平成29年3月31日現在の速報値であるため、今後検査の進捗により増加することが見込まれる。

酒造好適米の生産量（農産物検査数量）
（単位：㌧）
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程度（推計値）

推 計 推 計

速報値を

確定値
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需要量程度

概ね95～97
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推 計

酒造好適米の需要量調査結果等に基づく全体需給の推計（試算）

○ 全体需要量（推計値）と供給量（検査数量）の比較可能な28年産については、供給の過不足は＋8～10
千㌧と推計される。

○ 29年産の供給の過不足については、29年産の生産量（検査数量）がある程度明らかとなる30年１月以
降に検証を行うこととするが、需給均衡のためには、28年産と比べて生産量を▲10％程度とすることが必
要である。

○ こうしたことから、30年産について需要に応じた生産を行うためには、29年産と同様に28年産と比べ
て▲10％程度の生産とすることが必要と考えられる。

酒造好適米（醸造用玄米）の全体需給の状況
（単位：千トン）

注１： 各年産の全体需要量の「今回の推計値」は、今回調査結果（83）／全体需要量（前回推計値）（98～100）≓83～85％の比率により、
今回の調査結果から全体需要量を推計。

注２： 供給量は、農産物検査数量（醸造用玄米）の値。ただし、平成28年産は、平成29年3月31日現在の速報値を前年同時期の農産物
検査数量の進捗率により確定段階ベースに推計。

注３： 27、28年産の供給過剰分については、一定量が翌年産の供給分として持ち越されると考えられるが、産地は在庫を持ち越さないよ
う日本酒以外の原料として販売すること等から、本資料においては各年産の供給量と需要量の差で推計。 4

28年産生産
量の▲10%
程度



産地別・銘柄別需要量調査結果等について

１ 全体需給（推計）の状況については、
① 26年産は、ほぼ需給が均衡
② 27年産は、生産量が増加した結果、需要量に対して約１割生産量が過剰
③ 28年産は、やや減産されたものの、需要量も減少し、27年産に引き続き約１割生産量が過剰
④ 29年産、30年産は、需給均衡化のためには28年産に比較して約１割生産量を減少する必要
と整理しています。

２ こうした状況を踏まえ、各産地では、自らの産地・銘柄別の需要に応じた生産を図っていく必要
があります。
このため、その判断指標として本資料では、

① 各産地銘柄毎の需要量調査結果（酒造メーカーからの回答）及び各年産ごとの増減の動向
② 主要産地銘柄の26～28年産の生産量（農産物検査数量）
を掲載しました。

３ 各産地においては、これらのデータ等を参考にしつつ、これまでの自らの生産量や販売動向、酒

造メーカーからのニーズ等を踏まえ、30年産の需要に応じた生産に取り組んでいただくことが重要
と考えられます。
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酒造好適米の需要量調査結果概要（銘柄別・産地別）

○ 今回の調査における銘柄別の需要量は、山田錦が最も多く、次いで五百万石、美山錦、秋田酒こまち、
雄町の順。

○ 特に山田錦は全体需要量の約4割を占めており、次いで需要量の多い五百万石の2銘柄で全体需要量の
約6割を占めている。

○ 産地別の需要割合は、兵庫県産が最も多く、次いで新潟県産、長野県産、秋田県産の順。
○ 兵庫県産、新潟県産の2産地で全体需要量に約4割以上を占めている。

需要量調査結果（銘柄別） 需要量調査結果（産地別）（単位：㌧） （単位：㌧）
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酒造好適米の銘柄別・産地別生産動向

○ 酒造好適米の生産量（農産物検査数量（醸造用玄米））は、27年産にかけて増加しており、26年産か
ら約2割増加している。

○ これは26年産の主食用うるち米の価格低下により酒造好適米の生産にシフトしたことが原因とみられ
ており、必ずしも需要に応じた生産によるものではないと考えられる。

○ 30年産において各産地品種銘柄の需要に応じた生産に取り組むためには、それぞれの産地品種銘柄ご
との需要動向を的確に把握していく必要がある。

酒造好適米の生産量（銘柄別） 酒造好適米の生産量（産地別）
（単位：㌧） （単位：㌧）
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検査数量（醸造用玄米）

注：農産物検査数量（醸造用玄米）の28年産（速報値）は、平成29年3月31日現在の速報値であるため、今後検査の進捗により増加することが見込まれる。
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平成29年度調査結果

主な酒造好適米の需要量調査結果（山田錦）

○ 今回の調査における山田錦の需要量は、概ね安定して推移している。
○ 産地ごとの需要量は、28年産の需要量（実績見込）を基準として30年産（見込）を比較した場合、
滋賀、兵庫、山口県産の需要は増加するが、岡山県産の需要は減少するという結果。

山田錦の需要量

（単位：㌧）

（参考）山田錦の生産量（検査数量）
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（28年産（速報値）） 7
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平成29年度調査結果

主な酒造好適米の需要量調査結果（五百万石）

五百万石の需要量

○ 今回の調査における五百万石の需要量は、やや減少傾向となっているが、30年産ではやや持ち直すと
見込まれる。

○ 産地ごとの需要量は、28年産の需要量（実績見込）を基準として30年産（見込）を比較した場合、
30年産（見込）で福島県と主産地以外のその他の需要が増加するものの、新潟をはじめとする主産地の
需要は減少するという結果。

（単位：㌧）

（参考）五百万石の生産量（検査数量）

22,596

（26年産）
27,078

（27年産）

24,747

（28年産（速報値））
8



主な酒造好適米の需要量調査結果（美山錦）

美山錦の需要量

○ 今回の調査における美山錦の需要量は、やや減少傾向となっているが、30年産ではやや持ち直すと見込
まれる。

○ 産地ごとの需要量は、28年産の需要量（実績見込）を基準として30年産（見込）を比較した場合、
主要産地において30年産（見込）の需要は減少するという結果。

（単位：㌧）

長野
3,319

長野
3,121

長野

2,962

長野
3,001

秋田

1,583 秋田
1,453 秋田

1,439

秋田
1,434

山形
618

山形
666 山形

567

山形
563

その他
254 その他

295 その他

292

その他
290

5,774
5,535

5,260 5,287

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

27年産

(実績）

28年産

（実績見込）

29年産

（見込）

30年産

（見込）

平成29年度調査結果

（参考）美山錦の生産量（検査数量）

7,786

（26年産）
7,838

（27年産）
7,513

（28年産（速報値）） 9



岡山
1,637

岡山

1,453

岡山
1,534

岡山

1,550

広島
102 広島

84

広島
96

広島

95

その他

71 その他

74

その他
78

その他
78

1,811
1,610 1,709 1,723

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

27年産

(実績）

28年産

（実績見込）

29年産

（見込）

30年産

（見込）

平成29年度調査結果

主な酒造好適米の需要量調査結果（雄町）

雄町の需要量
（単位：㌧）

○ 今回の調査における雄町の需要量は、28年産の需要量（実績見込）が減少しているものの、概ね堅調
に推移している。

○ 産地ごとの需要量は、28年産の需要量（実績見込）を基準として30年産（見込）を比較した場合、
主産地の需要は増加するという結果。

（参考）雄町の生産量（検査数量）

2,312

（26年産）
2,886

（27年産）
2,480

（28年産（速報値）） 10



28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

北海道 ↗ ↗ ↗
吟風 ↗ ↗ ↗
彗星 ↗ ↗ ↗
きたしずく ↗ ↗ ↗

青森 ↗ ↘ ↘
華吹雪 ↗ ↘ ↘
華想い ↘ ↗ →
豊盃 ↘ ↗ ↗
華さやか ↗ ↘ →

岩手 ↗ ↗ ↗
吟ぎんが ↗ ↗ ↗
ぎんおとめ ↗ ↘ ↗
結の香 ↘ ↗ ↗
その他 ↗ ↘ ↗

宮城 ↗ ↘ ↗
蔵の華 ↗ ↘ ↗
美山錦 ↗ ↘ ↘
山田錦 ↗ ↘ →
ひより ↗ ↘ →
その他 ↗ ↘ ↘

秋田 ↗ ↘ ↗
秋田酒こまち ↗ ↘ →
美山錦 ↘ ↘ ↘
吟の精 ↗ ↘ ↗
美郷錦 ↗ ↗ ↗
秋の精 ↗ → →
改良信交 ↗ ↘ →
星あかり → ↗ ↗
華吹雪 ↘ ↘ →
その他 ↗ ↗ →

山形 ↘ ↘ ↘
出羽燦々 ↘ ↘ ↘
美山錦 ↗ ↘ ↘
出羽の里 ↘ ↗ ↘
雪女神 ↗ ↗ ↗
酒未来 ↗ ↘ ↗
羽州誉 ↗ ↗ →
山酒４号 ↘ ↘ ↗
龍の落とし子 ↗ ↘ ↗
改良信交 ↗ ↗ →
亀粋 ↗ ↘ →
五百万石 → → →
豊国 → → →
山田錦 ↗ ↘ →
京の華 ↘ → →
その他 ↘ ↗ ↗

28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

福島 ↗ ↗ ↗
五百万石 ↗ ↘ ↗
夢の香 ↗ ↘ ↗
美山錦 ↗ ↘ ↗
華吹雪 ↗ ↗ ↗
その他 ↗ ↗ ↗

茨城 ↘ ↗ ↗
山田錦 ↘ ↗ ↘
美山錦 ↘ ↗ →
五百万石 ↗ ↗ ↗
ひたち錦 ↘ ↗ ↘
渡船 ↘ → →
若水 ↘ →
その他 ↗ ↗ ↗

栃木 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ ↘
五百万石 ↗ ↘ ↗
ひとごこち ↘ ↘ ↘
とちぎ酒１４ ↗ ↘ →
美山錦 → →
その他 ↘ ↗ →

群馬 ↗ ↗ →
舞風 ↘ → →
若水 → ↘ →
五百万石 → → →
改良信交 ↗ ↘ →
山酒４号 → ↗ →

埼玉 ↗ ↗ ↗
さけ武蔵 ↗ ↗ ↗
その他 ↗ ↗ ↗
五百万石 ↗ → →

千葉 ↗ ↗ ↘
五百万石 ↗ ↗ ↘
総の舞 ↗ ↗ ↘
雄町 → ↘ →
その他 ↘ → →

神奈川 ↗ ↘ →
若水 ↗ ↘ →
その他 ↗ ↗ →

新潟 ↘ ↘ ↗
五百万石 ↘ ↘ ↗
越淡麗 ↗ ↘ ↗
山田錦 ↘ ↘ ↗
たかね錦 ↘ ↘ ↗
菊水 ↗ ↘ →
一本〆 ↗ ↗ ↗

28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

一本〆 ↗ ↗ ↗
越神楽 → ↗ ↗
北陸１２号 ↗ ↘ →
八反錦２号 ↗ ↘ →
その他 ↘ ↘ →

富山 ↘ ↘ ↗
五百万石 ↘ ↘ ↗
山田錦 ↘ ↘ ↗
富の香 ↘ ↗ →
雄山錦 ↗ ↘ →

石川 ↗ ↘ ↘
五百万石 ↗ ↘ ↘
石川門 ↘ ↗ ↘
北陸１２号 ↗ ↘ →
山田錦 ↘ → →

福井 ↘ ↘ ↘
五百万石 ↘ ↘ ↘
越の雫 ↗ ↗ ↘
山田錦 ↗ ↘ ↗
おくほまれ ↘ ↗ →
九頭竜 ↗ ↘ →
その他 ↗ ↗ →

山梨 ↗ ↗ ↗
夢山水 ↗ ↗ ↗
玉栄 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ ↗
ひとごこち ↗ ↗ ↘
吟のさと ↘ ↘ ↘
その他

長野 ↘ ↘ ↗
美山錦 ↘ ↘ ↗
ひとごこち ↗ ↘ ↘
金紋錦 ↗ ↗ ↗
しらかば錦 ↗ ↘ →
たかね錦 ↗ ↘ ↘
その他 ↘ ↗ ↗

岐阜 ↗ ↘ ↗
ひだほまれ ↗ ↘ ↗
五百万石 ↗ ↘ ↗
その他 ↘ ↗ ↗

静岡 ↗ ↘ ↗
山田錦 ↗ ↘ ↘
誉富士 ↗ ↘ ↗
五百万石 ↘ ↘ →
その他 → ↗ ↗

新潟
（つづき）

酒造好適米の需要量調査結果概要（需要動向①）

11 
注：表の矢印は、平成29年度需要量調査結果の各年産の前年差を「↗：増加」、「→：前年並み」、「↘：減少」で分類したもの。以下次頁同じ。



酒造好適米の需要量調査結果概要（需要動向②）

28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

愛知 ↗ ↘ ↗
夢山水 ↗ ↘ ↗
若水 ↗ ↘ ↘
夢吟香 ↗ ↗ ↗
その他 ↘ → ↘

三重 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ ↗
神の穂 ↗ ↗ ↗
五百万石 ↗ ↗ ↘
伊勢錦 ↘ ↗ →

滋賀 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ ↗
玉栄 ↗ ↘ ↗
吟吹雪 ↗ ↗ →
滋賀渡船６号 ↘ ↗ ↗
その他 ↗ ↘ ↘

京都 ↘ ↗ ↘
祝 ↘ ↗ ↘
五百万石 ↘ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↘ →
その他 ↘ → →

大阪 ↘ ↗ →
山田錦 ↗ ↗ →
雄町 ↘ ↗ →
五百万石

兵庫 ↘ ↗ ↗
山田錦 ↘ ↗ ↗
五百万石 ↘ ↘ ↗
愛山 ↗ ↗ ↗
白鶴錦 ↘ ↗ →
フクノハナ ↘ ↘ ↘
兵庫夢錦 ↘ ↘ ↘
兵庫北錦 ↘ ↗ ↗
兵庫恋錦 ↘ ↗ ↘
山田穂 ↗ ↗ ↗
いにしえの舞 ↘ → →
但馬強力 ↗ ↘ →
兵庫錦 ↗ ↗ ↗
渡船２号 ↗ ↗ →
神力 ↘ ↗ →
新山田穂１号 ↘ → →
杜氏の夢 ↗ ↘ →
野条穂 ↗ → →
辨慶 ↘ → →
白菊 ↗ → ↘
その他 ↗ ↘ ↗

28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

奈良 ↗ ↗ ↗
露葉風 ↘ ↗ ↗
山田錦 ↘ ↗ ↘
その他 ↗ → →

和歌山 ↘ ↘ ↗
山田錦 ↘ ↘ ↗
五百万石 ↘ ↗ →

鳥取 ↗ ↘ ↘
山田錦 ↗ ↘ ↘
強力 ↗ ↗ ↗
玉栄 ↗ ↗ ↘
五百万石 ↗ ↘ ↘
その他 ↗ ↘ ↘

島根 ↗ ↘ ↗
五百万石 ↘ ↘ ↗
山田錦 ↘ ↗ ↗
改良雄町 ↗ ↗ ↗
佐香錦 ↗ ↗ ↗
神の舞 ↗ ↘ ↘
改良八反流 ↘ ↘ ↘
その他 ↘ → →

岡山 ↘ ↘ ↗
山田錦 ↗ ↘ ↗
雄町 ↘ ↗ ↗
吟のさと ↘ ↘ →
その他 ↗ ↗ ↘

広島 ↗ ↘ ↘
八反錦１号 ↗ ↘ ↘
山田錦 ↗ ↘ ↘
八反 ↘ ↘ ↘
千本錦 ↘ ↗ ↘
雄町 ↘ ↗ ↘
こいおまち ↘ ↘ ↘
その他 ↗ ↘ ↗

山口 → ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ ↗
西都の雫 ↘ ↗ ↗
白鶴錦 ↗ ↗ →
五百万石 ↗ ↗ ↘
その他 → → →

12

28年産と
前年の比較

29年産と
前年の比較

30年産と
前年の比較

徳島 ↗ ↘ ↘
山田錦 ↗ ↘ ↘
その他 ↗ ↗ →

香川 → ↘ →
山田錦 → ↘ →

愛媛 ↗ ↘ ↘
しずく媛 ↗ ↘ ↘
山田錦 ↗ ↘ ↗
その他 ↘ ↗ ↘

高知 ↗ ↗ ↗
吟の夢 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↗ →
風鳴子 ↗ ↗ →
その他 → ↘ →

福岡 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↗ ↘ ↗
吟のさと ↗ ↗ ↗
雄町 ↗ ↗ →
壽限無 ↗ ↘ ↗
その他 ↗ ↗ ↗

佐賀 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↘ ↗ →
さがの華 ↗ ↗ ↗
西海１３４号

その他 ↗ ↗ →
長崎 ↘ ↗ ↗

山田錦 ↘ ↗ ↗
熊本 ↘ ↗ ↗

華錦 ↗ ↗ ↗
山田錦 ↘ ↗ ↘
吟のさと → ↘ →
神力 ↗ → →
その他 ↘ ↗ →

大分 ↗ ↘ ↗
五百万石 ↗ ↘ →
山田錦 ↘ ↗ ↗
吟のさと ↗ ↗ ↗
若水 ↗ ↘ →
その他 ↗ ↘ →

宮崎 ↘ ↗ →
山田錦 ↘ ↗ →
はなかぐら ↘ ↗ →


